
中国人大学生 Yan Meng さんの日本研修を受け入れて 
 

ARC・永里 善彦 記 
 
Yan Meng さんは中国 逝江省 寧波市にある英国ノッチンガム大学中国校・金融会計

学科の学生さんである。ちなみに Yan Meng は漢字で書くと 顔 夢 である。 

ハルピン工程大学の特別招聘教授をしているシンビオ社会研究会会長の吉川先生は、今年 3
月末に同僚の教授さんから、娘さんの夏季休暇中日本での企業研修先の世話を頼まれ、帰

国後いろいろ打診するも不景気の時節柄なかなか引き受け先がなくて困っておられた。当

社自体は中国の研修引き受け企業ではないが、先生の窮状をみて当社にてボランテイア的

にお世話を引き受けた。 
研修引き受けに際し、最初の関門は日本ビザ取得だった。7 月はじめハルピン当地の旅行社

では手続きが分からずビザが取れないというので困っておられた吉川先生、Yan Meng さ

んに代わって、ARC のほうで短期ビザの代理申請を東京で行い、8 月上旬にハルピンに必

要書類を送ってあげた。これでどうにか 8 月 28 日から 9 月 7 日の約 10 日間の Yan Meng
さん日本研修旅行に間に合ったわけである。 
Yan Meng さんは吉川先生引率の元、8 月 28 日ハルピンを出発し夜分に関空到着、当日

は京都宿泊後２９日新幹線で東京に到着。神田の学士会館に投宿した。30 日朝には学士会

館近所の当社に吉川先生同道で来られて、それ以来当社による研修が開始された。そして 9
月８日寧波の大学の新学期開始のため帰国まで精力的に日本企業研修に励まれた。 
Yan Meng さんの研修日程を下表に示す。 

日時 訪問先 内容 
8 月 
30 日 

午前 ARC ARC の主要業務の紹介 
・ ライフスタイル／市場調査 
・ 在中国遼寧省 ARC 支社業務 
・ 経済・環境・エネルギー指標調査 
・ 科学技術研究調査 

午後 東 京 外 国

語大学 
Zhou Yujia 博士訪問 

8 月 
31 日 

午前 
 

旭 化 成 広

報部 
・ 旭化成社内誌、ファイナンシアルレポート、企業概要・

アニュアルレポートの編集発行 
・ 社員休養室見学 
・ 旭化成製品の機能分類と市場シェア 

午後 旭 化 成 住

宅 設 備 展

示室 

・展示物紹介 



9 月 1 日 
 

午前 
 

秋 葉 原 電

気 街 大 型

免税店 

・旅行社との提携等業務概要 

午後 ア サ ヒ ビ

ール工場 
・ ビール醸造工程見学 
・ 品質管理・CSR ポリシー紹介 

9 月 2 日 
 

午前 
 

東 京 証 券

取引所 
・業務紹介および見学 

午後 三菱地所 ・不動産価格形成メカニズム等 
9 月 3 日 午前 

 
東京電力 ・ 日本の規制と CSR 

・ 火力、原子力および水力発電の概要 
・ 水力発電所の需給変動即応 

午後 同上 ・電気館見学（渋谷） 
9 月 6 日 午前 

 
経団連・経

済 広 報 セ

ンター 

同センターの主要業務紹介 
・ 企業への研修講師派遣 
・ 環境保護教材作成等 

午後 ARC ・ 研修レポート作成 
・ 講評、認定証交付 

 
Yan Meng さんは研修レポートの中で日本の経済発展への文化的要因として、①規制の尊

重、②新世代、③Win-Win ゲーム指向を挙げている。そして、とくに中国は『食の安全』向

上に日本の取り組みをみならうべきと指摘している。中国の将来を担う若い人材の啓発に

今回の日本研修が役立っておれば大いに幸いである。 
最後になったが、Yan Mengさんの研修に際し、ご多忙のところを熱心に対応いただいた当

社スタッフおよび訪問先で応対いただいた方々に厚くお礼を申しあげます。 

 

● 8月 30日研修に先立ってのスナップ写真（右から Yan Mengさん、永里さん、吉川先生） 

● 研修認定証 
● Yan Mengさんの研修レポート 

http://sym-bio.jpn.org/file/file_20100915225333.JPG�
http://sym-bio.jpn.org/file/file_20100915225353.pdf�
http://sym-bio.jpn.org/file/file_20100915225312.pdf�

